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【編集後記】 

東海大学文学部は、2018 年度から文学部と文化社会学部の 2 学部に改編されました。その結

果、アジア文明学科と歴史学科東洋史専攻はアジア学科へ、ヨーロッパ文明学科とアメリカ文明

学科はヨーロッパ・アメリカ学科へと改編され、北欧学科、文芸創作学科、広報メディア学科、

心理・社会学科とともに文化社会学部を構成する学科となりました。 

これに伴い、2018 年度から新たに『東海大学紀要文化社会学部』を電子版で発行することに

なり、第 1 号は 2019 年 2 月、第 2 号は同年 10 月、第 3 号は 2020 年 3 月、第 4 号は同年 10 月

に発行されました。第 5 号となった今号には、論文 4 件、研究ノート 3 件、翻訳 2 件の他、文化

社会学部が学部の FD 活動の一環として開催している研究交流会で報告を担当した先生方による

報告の記録 4 件を掲載しました。 

今号も、コロナ禍で研究活動が大きく制約を受ける中での発行となりましたが、充実した内容

となりました。困難な状況にも関わらず、ご投稿いただいた執筆者に感謝申し上げます。 
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『東海大学紀要文化社会学部』投稿規程及び執筆要領 

 

 
１． 投稿規程 

１）投稿資格について 

・ 第 1 執筆者として投稿する資格があるのは、

文化社会学部の専任教員及び特任教員とす

る。なお、学内外の研究者等が共同執筆者に

なることは、これを妨げない。 

・ 文化社会学部の専任教員及び特任教員以外

の者が投稿を希望する場合は、投稿を認める

か否かを文化社会学部紀要委員会において

審議し、文化社会学部長の承認を得て結果を

本人へ連絡する。 

２）投稿原稿について 

・ 未公刊の学術論文、研究ノート、調査研究報

告、その他（訳註、解題、翻刻、翻訳、教授

法研究、等）の投稿を受け付ける。 

・ 投稿を希望する者は、文化社会学部紀要委員

会から周知された申込要領に沿って、申込〆

切日までに投稿申込を行う。 

・ 投稿申込を受領された者は、投稿〆切日まで

に、文化社会学部紀要委員会から周知された

執筆要領及び提出要領にしたがって原稿を

執筆・提出する。 

・ 文化社会学部紀要委員会は、投稿原稿の採

否・掲載ジャンル・掲載順等を決定し、必要

に応じて修正等を依頼する。 

・ 掲載が決まった原稿が多数の場合、一部の原

稿の掲載を次号へ送ることがある。 

３）著作物の電子化と公開について 

・ 掲載された著作物の著作権は、執筆者が有す

る。 

・ 掲載された著作物の執筆者は、当該の著作物

に関する複製及び公衆送信を文化社会学部

紀要委員会に対して許諾したものとみなす。

同委員会が複製及び公衆送信を第三者へ委

託した場合も同様とする。 

・ 掲載された著作物は、東海大学機関リポジト

リを通じてコンピュータ・ネットワーク上に

公開する。 

４）その他 

・ 抜刷の制作を希望する場合は、執筆者がその

実費を負担する。 

・ 掲載された論文等を自身の著作等に転載す

る場合は、文化社会学部紀要委員会へ連絡す

る。 

２． 執筆要領 

１）形 式 

・ 使用言語は、原則として日本語または英語と               

する。（以下、使用言語が日本語の場合を想

定して記載する。日本語以外の場合は、日本

語での執筆要領に準じるものとし、詳細は文

化社会学部紀要委員会と協議する。）                            

・ 原稿はテンプレートに入力し、電子データを

提出する。 

・ 原稿は縦組みでも横組みでも可とする。 

・ 注は本文末尾または章ごとに掲げる。本文末

尾に掲げる際には、番号は全体を通し番号と

する。 

・ 原稿には通し番号（ページ数）を付す。 

・ 図及び表はテンプレートに沿って本文中に

入力する。また、図及び表には見出し（例：

表一、図一、など）を付す。 

・ 論文及び研究ノートは、英文タイトル、執筆

者名の英文表記、Abstract（単語数 100 語程

度）をテンプレートの該当箇所に記載する。 

※ 執筆者名の英文表記は、原則として

IIZUKA Koichi の表記方法とする。 

２）分 量 

・ 原則として総字数は 3 万 2000 字以内（注を

含める）とする。（総字数が極めて大きくな

る場合には、扱いについて文化社会学部紀要

委員会と協議する。） 

・ 図及び表は総字数には含めない。 

３）体 裁 

・ 原稿の中で表記を統一する。 

・ 原稿の中で代名詞、副詞、接続詞、助動詞、

助詞の表記を統一する。 

   例）敢て＝あえて、未だ＝いまだ、及び＝

および、のように、原稿の中で表記が

分かれないようにする。 

・ 和文は全角、欧文は半角で記述する。 

 

※本規程及び要領の制定・改訂・廃止は、文化

社会学部教授会の承認をもって行う。 

（2018 年 11 月 21 日制定） 

 


